
卒業研究１ 

責 任 者・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

創薬有機化学分野 河野 富一 教授 

機能生化学分野 中西 真弓 教授 

薬剤治療学分野 三部 篤 教授 

薬物代謝動態学分野 小澤 正吾 教授 

情報薬科学分野 西谷 直之 教授 

担当講座・学科(分野) 

創薬有機化学分野、天然物化学分野、構造生物薬学分野、分析化学分野、

機能生化学分野、生体防御学分野、神経科学分野、分子細胞薬理学分野、

臨床医化学分野、薬剤治療学分野、創剤学分野、薬物代謝動態学分野、 

衛生化学分野、臨床薬剤学分野、情報薬科学分野、地域医療薬学分野、 

薬学教育学分野 

対象学年 4  

区分・時間数 実習 93 時間  期  間 通期  

単 位 数 4 単位  

・学習方針（講義概要等） 

卒業研究１では、薬学部各分野における当該専門分野の研究を行い、講義、演習、実習で学んだ薬

学関連の知識と技術の実践的な習得を図る。実際の研究現場での器具、機器、試薬、動物などの取扱

を学び、正確で安全な実践手技の習得を目指す。また、主体的に研究を遂行する上で必要な論理的な

考え方を身につける。加えて、研究倫理とその重要性を理解し、研究に取組む心構えや他の人と協調

して研究を進めるチームワークの精神も身につける。 

・到達目標（SBO） 

1. 研究倫理を理解し、その重要性を説明できる。（☆）(1065) 

2. 研究における記録の重要性を理解し、記録の仕方を説明できる。（☆）(1071) 

3. 卒業研究１実施報告書を作成できる。（☆）(1069,1070) 

4. 卒業論文の書き方を概説できる。(1068,1073) 

・講義日程                            （矢）西 104 1-D 講義室 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

4/7 水 3 薬学教育学分野  奈良場 博昭 教授 研究倫理および研究記録について 

4/7 水 4 薬学教育学分野  奈良場 博昭 教授 

遺伝子組換え実験に関する安全講習 

1.遺伝子組換え実験に係る法令、指

針について概説できる。 

2.遺伝子組換え実験を安全かつ適切

に行うことができる。 

事前学習：２年時配当科目「薬学

実習１」および「遺伝子組み換

え」に関する安全講習の資料を確

認しておく。 

事後学習：配布された講義資料を

再度熟読する。 



・成績評価方法 

研究テーマの発展、目標達成に向けての意欲と取り組み方（20％）、研究室の方針やルールの順守

（20％）、研究室内での他者とのコミュニケーション（研究室内発表会も含む、20％）、英語・日本

語文献の読解（20％）、問題解決能力の向上や概略評価（20％）で評価する。これらの評価は以下の

評価表によって行われる。  

・特記事項・その他 

新規 RI 取扱講習会、および研究における倫理と記録に関する講義及び遺伝子組換え実験に関わる安

全講習を受講する。  

〔評価表〕 

 5 6 9 10 
特記事項 

（加点可） 

提案された研究

テーマの発展、

目標達成に向け

ての意欲と取り

組み方 

研究テーマに

ついて指導者

と相談した

が、研究に着

手できていな

い。 

提案された研

究テーマにつ

いて指導者等

とよく相談し

て研究に着手

できた。 

提案された研

究テーマにつ

いて指導者等

とよく相談し

て意欲的に研

究を進められ

るようになっ

た。 

提案された研

究テーマにつ

いて主体的に

工夫をこらし

ながらその発

展と目標達成

に向けて取り

組んだ。 

研究倫理への配慮

ができていれば 1

点、研究記録の整

備ができていれば

1 点加点。 

研究室の方針や

ルールの順守 

研究室のルー

ルの順守がで

きていない。 

 研究室の機器

などの保守、

清掃、整理整

頓など基本的

な研究室のル

ールの順守に

努めた。 

 

研究室内での他

者とのコミュニ

ケーション（研

究室内発表会も

含む） 

 

直属の指導

者、研究室の

教員、他の学

生とのコミュ

ニケーション

がとれていな

い。 

直属の指導

者、研究室の

教員、他の学

生とコミュニ

ケーションに

努める姿勢が

みられた。 

直属の研究指

導者、研究室

の教員、他の

学生とのコミ

ュニケーショ

ンを行って卒

業研究ができ

た。 

直属の研究指

導者、研究室

の教員、他の

学生と討論す

るなど、高い

コミュニケー

ション能力が

身についた。 

直属の研究指導

者、研究室の教

員、他の学生との

高いコミュニケー

ション能力を示

し、研究室内での

研究発表も行え

た。（2 点まで） 

英語・日本語 

文献の読解 

文献の読解が

できていな

い。 

日本語の文献

の読解ができ

た。 

英語文献の読

解に取り組む

ことができ

た。 

日本語・英語

いずれかの文

献を自ら検索

し、読解に取

り組むことが

できた。 

 

自己研鑽 学会・講演会・研究会などに参加して自己研鑽に努めた。口頭発表 5点、ポスター

発表 4 点、聴講型の会の参加は 1 回につき 1 点を目安とする。（5 点まで） 

問題解決能力の

向上や概略評価 

  

担当教員が具体例をあげて概略評価を行う。 

 

 


